令和3年度　全日本私立幼稚園連合会　第35回東北地区私立幼稚園教員研修大会
＜秋田大会＞　第3分科会　
********************************************************************************
地域とのつながりを生かす
―園の垣根を越えた人・もの・事柄とのかかわりによる育ちを考える―

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　磯部　裕子(宮城学院女子大学)
********************************************************************************

【秋田大会　第3分科会によせて】
　本大会の準備がスタートした2019年の春には、まさか2年後の私たちが、このような生活をしていることなど、予想もしないことでした。秋田大会においては、公開園だけで研究を進めるのではなく、地域の園が協同して研究をすすめるという方針のもと、2019年7月には、プレ公開研究会を開催するなど、精力的な研究が進められてきました。私自身も2020年1月に、第3分科会の地域の1園であるにいだこども園に伺い、プレ公開研究会に参加させていただきました。地域の園が一つのテーマで共に研究を深め、実践を検証するという取り組みは、この大会の今後のあり方を検討するうえで、大きなヒントをいただいた一日でした。プレ公開研究会のあと、今回公開保育を担当されたウェルビューいずみこども園に伺い、障害福祉サービスセンター・高齢者の居住施設・共生デイサービスセンターなどがひとつの建物の中に入った福祉複合施設の中にあるこども園を拝見し、これからの保育の場のあり方を考えていくうえで、この園の公開保育が参加者の大きな学びとなることを確信して帰路につきました。
　その後、新型コロナ感染症の拡大により、当初予定されていた2020年大会は中止、そして、延期された本年の大会は、35回の歴史のある東北地区私立幼稚園教員研修大会において始めてのリモート開催となりました。
　ウェルビューいずみこども園の環境、保育内容、そして地域の園の連携による研究成果を参加される先生方に直接みていただけないことは、大変残念ではありますが、この間、悩みつつ、迷いつつ、研究と実践を積み重ねていらした先生方の研究発表は、たくさんの示唆を与えてくださるものと思います。本来なら、私も今日に至るまで数回園に足を運ばせていただいて、学びの時をご一緒させていただく予定でおりましたが、それもかなわず、今日となりました。
　先生方のここまでの研究成果に対して、十分なコメントができるか、自信がありませんが、当日はウェルビューいずみこども園の研究発表を踏まえて、当日参加さる先生方と共に、検証してみたいと思います。

※当日のコメントは、パワーポイントの資料をお示ししながら、お話しさせていただきます。ここには、メモ代わりのレジュメをお届けいたします。

Ⅰ　はじめに; 地域とのつながりを考える

 ◇子どもの育つ環境の変化
　　・子どもの生活と遊びの環境の変化
　　・環境の変化と関わりの変化
◇地域の中で育つ子ども
　 ・「地域」に何があったのか

Ⅱ　ウェルビューいずみこども園の実践から

◇「大好き」を広げる
　　・たくさんの出会いと「多様性」
◇地域の宝物に出会う
　　・地域の本物と自然環境
　　・「驚きと感動たっぷりの体験」
◇交流活動
　　・「交流」とは何か
　　・イベントとしての交流ではなく
　　・「関わり」と「関わり合うこと」

Ⅲ　地域の拠点としてのこども園

　◇こども園としての役割
     ・「地域の拠点」の意味
　　【事例】東日本大震災の体験から
　◇「地域」の復興　　
　◇子どもが育つ「場」として

Ⅳ　おわりに; 関わり合うことの意味の再考

　◇コロナ禍の生活から見えてきたこと
　　　・保育における新しい生活様式とは何か

